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WB 1:1000-1:5000,IHC 1:100-1:200,ICC/IF 1:100-1:200,FC 1:10-1:100,IP 1:10-1:100

Calculated MW:28 kDa; Observed MW:28 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、システイン-アスパラギン酸プロテアーゼ（カスパーゼ）ファミリーのメンバーをコードしています。カスパーゼの連続的な活性化は、細胞アポトーシスの実行段階において中心的な役割を果たします。カスパーゼは不活性なプロ酵素として存在し、保存されたアスパラギン酸残基においてタンパク質分解プロセッシングを受け、大小2つのサブユニットを生成します。これらのサブユニットは二量体化して活性酵素を形成します。このカスパーゼは、in vitroではカスパーゼ8およびカスパーゼ10によって、in vivoでは抗Fasアゴニスト抗体またはTNF関連アポトーシス誘導リガンドによってプロセッシングおよび活性化されることが示されています。このカスパーゼの発現とプロセッシングは、皮膚バリアの形成に重要なケラチノサイトの終末分化に関与している可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月]
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	カスパーゼ 14 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した、MCF-7、HACAT 細胞抽出物のウェスタンブロット分析。

